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＜専門的がん疼痛治療の地域連携体制構築＞ 
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研究要旨：がん患者の苦痛緩和のための体系的治療としてがん疼痛、呼吸困難、在宅医療を含

む終末期過活動せん妄をとりあげアルゴリズムの開発を行った。がん疼痛では緩和ケア専門家

以外による体系的治療実践に関する医療者インタビューによる質的研究を行いオピオイド使用

に関するニーズの把握を行い、アルゴリズム更新を行った。呼吸困難においては「がん患者の

療養生活の最終段階における体系的な苦痛緩和法の構築に関する研究（19EA1011）」班で収集

したデータおよび関連する研究データのうち安全性、有効性等に関する情報の分析を行いオピ

オイドに少量ミダゾラムの併用の有効性に関する示唆とともに、体系的治療普及には非薬物療

法、ケアを含む包括的アプローチを含む啓発が望ましいことを考察した。終末期せん妄におい

てはがん疼痛を有する終末期過活動型せん妄のアルゴリズムを構築した。在宅がん患者の終末

期過活動せん妄のアルゴリズムを専門家パネルで開発し、観察研究を実施しアルゴリズムの有

効性が示唆された。専門的がん疼痛治療の地域連携体制モデルの構築では緩和的放射線治療、

画像下治療、神経ブロック等について地域連携促進を目的として web による専門的がん疼痛治

療コンサルテーションシステムを構築し実証研究を実施し利用者のアンケートは好評であっ

た。IVR の遠隔教育システムを利用した医療者技術教育について実証研究を実施し実施可能性

が確認された。放射線治療、神経ブロックにおいて好事例を収集し事例集作成を行った。 
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Ａ．研究目的 
 がん患者の治療期・療養期における苦痛は生活の

質（QOL）を著しく阻害する。抗がん治療中の患者

の約 55％、進行がん患者の約 66％が痛みを有する

ことが知られ（JSPM 2016）、またわが国におい

て、痛みが少なく過ごせた終末期がん患者は 47.2%
で半数が苦痛と共に最期を迎えている（がん患者の

療養生活の最終段階における実態把握事業）。それ

を踏まえ「がん患者の療養生活の最終段階における

体系的な苦痛緩和法の構築に関する研究

（19EA1011）」班で、苦痛に対する体系的治療

（アルゴリズム）を開発し病院において順守するこ

とにより痛み、呼吸困難、終末期過活動せん妄につ

いて約 8 割が緩和できること及び特にせん妄につい

て在宅医療における実態把握と体系的治療の開発の

必要性、がん疼痛治療にかかる専門医および医療機

関を対象とした難治性がん疼痛治療に関する調査の

結果、放射線治療、神経ブロックなど専門的がん疼

痛治療について患者の治療・療養環境に関わらず提

供可能な地域連携体制の整備が必要であること、が

明らかになった。 
本研究班では以下の研究によりがん患者の苦痛症状

の緩和により患者の QOL 向上につながる方策を明

らかにする。 
Ⅰ．がん患者の苦痛の体系的治療に関する研究 
①がん疼痛について、がん治療期・療養期において

体系的治療を活用し苦痛緩和を促進することを目的

として体系的治療の実装について検証をおこなう。 

②呼吸困難について、より有効かつ安全に体系的治

療を用いて緩和できることを目的として、これまで

集積されたデータを解析し、緩和ケアの専門家の有

無にかかわらず利用可能な体系的治療について更新

して開発する。 
③終末期過活動せん妄について、より有効かつ安全

に体系的治療を用いて緩和できることを目的とし

て、これまで集積されたデータを解析し、特にがん

疼痛を有する過活動せん妄の緩和を推進するための

体系的治療の開発する。 
④在宅療養の場面での終末期がん患者の苦痛のうち

過活動せん妄の緩和を促進するための体系的治療の

開発する。 
Ⅱ．専門的がん疼痛治療に関する拠点病院を中心と

した地域連携体制モデルの構築に関する研究 
がん患者の治療・療養の場面に関わらない難治性が

ん疼痛の苦痛緩和が促進することを目的とし、放射

線治療や神経ブロックなど専門的がん疼痛治療に関

する拠点病院を中心とした地域連携体制のモデル構

築を行う。 
Ｂ．研究方法 
Ⅰ．がん患者の苦痛の体系的治療 
① がん疼痛の体系的治療の検証立案 
 多施設共同研究として、緩和ケア専門家以外が
体系的治療を利用してがん疼痛治療を実践する観
察研究及び医療者への質的研究を実施し、体系的
治療を確立する。 
② 呼吸困難の体系的治療の分析 
 「がん患者の療養生活の最終段階における体系
的 な 苦 痛 緩 和 法 の 構 築 に 関 す る 研 究
（19EA1011）」班で収集したデータ及び関連研
究の分析を行い安全性・有効性等に関する情報を
収集し公表する。 
③ 終末期過活動せん妄の体系的治療の分析とが

ん疼痛を有するせん妄の日常診療の分析 
 「がん患者の療養生活の最終段階における体系
的 な 苦 痛 緩 和 法 の 構 築 に 関 す る 研 究
（19EA1011）」班で収集したデータ及び関連研
究の分析を行い、安全性・有効性等に関する情報
を収集する。がん疼痛を有する難治性せん妄に関
して緩和ケア医が通常診療で行っている体系的治
療を分析しアルゴリズムを作成する。 
④ 在宅医療におけるがん患者の終末期過活動せ

ん妄の診療に関して関係団体で意見交換を行
い体系的治療の開発を行い実施可能性を調査
する。 

 
上記を経て、がん疼痛・呼吸困難・在宅を含む終
末期過活動せん妄の体系的治療の普及啓発を行う。 
 関係団体と連携して医療者向け普及啓発を実施
する（学会シンポジウム、教育セミナー等）。 
 ホームページにて公開し、医療者が利用可能な
環境とする。緩和ケア研修会等、教育プログラム
と連動する。 
 
Ⅱ．専門的がん疼痛治療の地域連携体制モデルの
構築 
 
緩和的放射線治療、画像下治療、神経ブロック等

について地域連携体制の基盤として、コンサルテ
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ーションシステムを構築するとともに、好事例収

集を行い、医療者教育を含むモデルの在り方を検

討、実施可能性、予備的な有用性に関する研究を

する。 
 

（倫理面への配慮） 
本研究に関係するすべての研究者は、ヘルシンキ

宣言および「人を対象とする医学系研究に関す

る倫理指針」 (平成 26年文部科学省・厚生労

働省告示第 3 号)に従って本研究を実施する。 

 個人情報および診療情報などのプライバシーに関

する情報は、個人の人格尊重の理念の下厳重に保護

され慎重に取り扱われるべきものと認識して必要な

管理対策を講じ、プライバシー保護に務めんも 

 
Ｃ．研究結果 
①  がん疼痛の体系的治療 
 オピオイド注射によるがん疼痛治療の体系的治
療（アルゴリズム）を質的研究をもとに改訂した。
がん疼痛治療アルゴリズムのユーザビリティ調査
としてがん治療ユニット、プライマリ・ケアユニ
ット、在宅医療、僻地・離島の医療者を対象にイ
ンタビュー調査を施行し、より基本的な項目（オ
ピオイドの選択、副作用対策、開始量など）に関
する支援にニーズが高いことが判明した。 
② 呼吸困難の体系的治療 
 「がん患者の療養生活の最終段階における体系
的 な 苦 痛 緩 和 法 の 構 築 に 関 す る 研 究
（19EA1011）」班で収集したデータ（5 施設 108
例）の分析を行い安全性・有効性等に関する情報
を解析し、オピオイド使用中の患者におけるオピ
オイド増量では 30％が効果を示さなかったこと、
オピオイドと少量ミダゾラムを併用することの有
効性・安全性が示唆された。オピオイド既使用患
者において呼吸困難は特に難治性になりやすく、
オピオイド以外の方法のタイムリーな使用が重要
になることが示唆された。 
③ 終末期過活動せん妄の体系的治療 
 「がん患者の療養生活の最終段階における体系
的 な 苦 痛 緩 和 法 の 構 築 に 関 す る 研 究
（19EA1011）」班で収集したデータ（2 施設 200
例）及び関連研究の分析を行い、アルゴリズムに
沿って治療を行うことで 3 日後に 83％がせん妄改
善し、安全に実施することについて示唆された。
がん疼痛を有する過活動型せん妄について専門家
によりアルゴリズム構築を完了した。 
④ 在宅医療におけるがん患者の終末期過活動せ 
ん妄の診療に関して在宅医療専門医を対象に実施
した薬物治療の実態調査をもとに作成したアルゴ
リズムを用いて観察研究を実施完遂した。アルゴ
リズムに沿って治療をすると 80％以上で苦痛緩和
がみられた。 
 
Ⅱ．専門的がん疼痛治療の地域連携体制モデルの
構築 
緩和的放射線治療、画像下治療、神経ブロック等
専門的がん疼痛治療の適応や難治性がん疼痛につ
いて医師から相談できる地域連携体制の基盤とし
て、web 上でコンサルテーション可能なシステム
CHALLENGE-CanPain を構築し運用した。都道

府県毎利用できるようにシステムを準備した。コ
ンサルタントは緩和ケア医、放射線治療医、IVR
医、ペインクリニシャン合計 30 名で、1 年間でア
カウント申請した医師は 72 名、実際に web にて
症例相談を行った事例は 12 例（神経ブロック 11
例、放射線治療 4例、IVR2例、メサドン 2例：重
複あり）、利用した理由は相談できる医師がいな
い 7 例、実施タイミングや近隣施設の相談、疼痛
緩和方法全般などであった。事後アンケートにお
いて、全例利用しやすい、助言が参考になった、
と回答し、実施可能であると考えられた。また緩
和的放射線治療および神経ブロック事例集を作成
し公開した。遠隔にて医師の専門的がん疼痛に対
する画像下治療 IVR 支援を行うためのシステムを
利用して実証研究を実施し、課題を抽出した。 
 
これらの研究を通して政策提言を作成した。 
 
Ｄ．考察 

各研究が計画通りに実施された。苦痛緩和のための

アルゴリズムに関しては、実施可能性に加え、有効

性および安全性に関する示唆が得られており、今後

も論文発表を継続する予定である。 

・研究成果を踏まえ、苦痛に対する治療アルゴリズ

ムの普及と実装を目指している。2026 年の緩和ケア

研修会教材への活用に向け、日本緩和医療学会と協

議を進めている。また、これらの成果を多くの臨床

家が活用できるよう、専用のホームページを構築

し、本研究班の成果の掲載を開始した。 

・専門的ながん疼痛治療における地域連携体制の構

築に向けては、多様な臨床現場を想定した地域連携

の事例集を活用している。これにより、集約化が進

む放射線治療や神経ブロックの連携促進が期待され

る。 

・コンサルテーションシステムの周知と課題も伺え

た。学会や各種セミナーを通じて、班員によるコン

サルテーションシステム「CHALLENGE-Canpain」の周

知活動を行ってきた。医師の臨床的な困りごとの助

言だけでなく、実際に連携する場合に事前の適応相

談を本システム上で行うことができる点は、苦痛を

抱える患者の受診や移動の負担を軽減する意味でも

有用なツールとして高く評価される。しかし、現時

点では主に緩和ケアに関わる医師の利用にとどまっ

ており、さらなる普及が課題である。今後は、緩和

ケア専門医が不在の機関、地域において、がん疼痛

治療を担う実地医家を中心とした活用が望まれる。

そのため、都道府県単位でのモデル事業などを実施

するなどして、全国で本システムを実装活用できる

体制の整備が必要である。 

・IVR について専門的がん疼痛治療の技術学習機会

を IT を用いて遠隔技術指導を行うことは、人材育成

の観点から有用とおもわれた。特にがん患者の神経

ブロックを実施するペインクリニシャンは非常に少

なく、実施機会も少ないため、今後の応用が期待で

きる。 
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・3 年間の研究成果を総括し、がん患者の苦痛緩和

に関して我が国が取り組むべき課題を整理し提言し

た。人生の最終段階において患者が穏やかに過ごす

ためには、効果的な治療アルゴリズムの活用、地域

連携の工夫、適切なタイミングでの専門的ながん疼

痛治療のコンサルテーション、診療報酬や保険適用

における齟齬の是正が必要で、これらの取り組みに

より、痛みを抱えるがん患者一人ひとりが、より良

い緩和ケアを受けられる社会の実現を目指す。 

 
 

Ｅ．結論 
がん患者の苦痛緩和の体系的治療の開発および、
専門的がん疼痛治療の地域連携体制モデルの構築
の研究において、概ね予定通り実施することがで
きた。一人でも多くのがん患者が苦痛から解放さ
れるべく、本研究班で取り組んだ資材について、
国、学術団体と協力して活用していく。 
 
 
F．健康危険情報 
  なし 
（分担研究報告書には記入せずに、総括研究報告
書にまとめて記入） 
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対する侵襲的鎮痛法のコンサルト状況と障壁 

施設対象全国質問紙調査. 日本ペインクリニッ

ク学会第 56 回学術集会, 東京, 2022 年 7 月 7-9
日. 口演. 

20) 松本禎久, 上原優子, 小杉寿文, 曽根美雪, 中村直

樹, 森田達也, 水嶋章郎, 宮下光令, 山口拓洋, 里
見絵理子. がん疼痛に対するメサドン内服治療

の実態、障壁 日本在宅医療連合学会認定専門

医対象全国質問紙調査. 第 4回日本在宅医療連合

学会大会, 神戸, 2022 年 7 月 23-24 日. 口演 
21) 髙橋健夫. 緩和的放射線治療地域連携モデル構

築のポイントー川越モデルからの考察. 第 4回日

本緩和医療学会関東甲信越支部学術大会. 2022
年 10 月 10 日、ウエスタ川越大ホール 

22) 松本禎久. 骨転移による痛みのマネジメント. 第
20 回日本臨床腫瘍学会学術集会（福岡市） 

2023 年 3 月 16-18 日. 口演.  
23) 曽根美雪. 本邦のがん疼痛緩和向上のためのエ

ビデンスに基づいた治療戦略：がん疼痛と IVR. 
第 19 回日本臨床腫瘍学会学術集会; 2022; 京都. 

24) Eriko Satomi. Treatment of intractable cancer 
pain in Japan; 10 years after the launch of 
methadone.  Annual congress ・ Winter 
meeting  2024.  Korean Society for Hospice and 
Palliative Care (KSHPC)  2024   

25) Arakawa S, Mukai M, Ishikawa A, Suzuki Y,  
Ishiki H, Amano K, Mizushima A, Miura T,  
Matsumoto Y, Sone M, Takahashi T,  Satomi 
E. Development of Electronic Remote 
Consulting System for Intractable Cancer 
Pain and Future Prospects. Asia Pacific 
Hospice Palliative Care Conference (APHC) 
2023, Incheon, Korea, October 4th to 7th, 2023. 
Poster. 

26) 松本禎久. がん患者の痛みに関する最近の話題 

Year in review. 第 8 回日本がんサポーティブケ

ア学会学術集会（奈良市）, 2023 年 6 月 22-24
日. 口演. 

27) 和田仁、髙橋健夫．在宅医療と緩和的放射線治

療 1 回照射の啓蒙に向けて．第 5 回日本在宅医

療連合学会大会．2023 年 6 月 24 日～25 日、朱

鷺メッセ 
28) 森雅紀. 「必須知識 Up to date（１）終末期ケ

アの最近の話題」 第 8 回日本緩和医療学会専

門医・認定医セミナー.2023年7月9日（Online） 
29) 今井堅吾, 森田達也, 森雅紀, 木内大佑, 横道直佑, 

三輪聖, 岡本宗一郎, 山内敏宏, 松田能宣, 前田一

石, 菅野康二, 池永昌之, 里見絵理子. 終末期せん
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妄に対する標準化した薬物療法アルゴリズムの

効果と安全性. 第 27 回 日本緩和医療学会学術

大会 2022 年 
30) 川島夏希, 横道直佑, 久永貴之, 矢吹律子, 下川美

穂, 廣瀬由美, 木内大佑, 松田能宣, 前田一石, 池
永昌之, 三輪聖, 山内敏宏, 岡本宗一郎, 今井堅吾, 
里見絵理子, 森田達. 終末期過活動型せん妄に対

するクロルプロマジンおよびレボメプロマジン

の持続皮下注射の有効性と安全性の前向き観察

研究 . 第 28 回 日本緩和医療学会学術大会 

2023 年 
31) 菅原佑菜, 田上恵太, 升川研人, 倉橋美岬,菊池里

美, 小杉和博, 石木寛人, 平塚裕介,清水正樹, 森雅

紀, 邱士韡, 下田真優, 平山英幸, 山口拓洋, 井上

彰, 里見絵理子,宮下光令. 専門的緩和ケアサービ

スが提供する標準的がん疼痛治療による疼痛改

善理由の探索 :多施設共同観察研究から得られ

た質的データの内容分析. 第 28 回 日本緩和医

療学会学術大会 2023 年 
32) 鈴木梢, 小山田隼佑, 森雅紀, 萩本聡, 松田能宣, 

猪狩智生, 三輪聖, 松沼亮, 小田切拓也, 柏木秀行, 
里見絵理子, 田中佑加子, 松本禎久, 鶴賀哲史, 田
中桂子, 山口崇. 疼痛に対してオピオイド使用中

のがん患者呼吸困難に対するオピオイドの有効

性についての観察研究. 第 28 回 日本緩和医療

学会学術大会 2023 年 
33) 小杉和博, 田上恵太, 石木寛人, 平塚裕介, 清水正

樹, 森雅紀, 邱士韡, 下田真優, 平山英幸, 宮下光

令, 山口拓洋, 井上彰, 三浦智史, 里見絵理子. 専
門的緩和ケアががん疼痛の分類ごとに選択する

鎮痛薬と効果に関する検討. 第 28 回 日本緩和

医療学会学術大会 2023 年 
34) 阿部晃子, 里見絵理子, 浜野淳, 横山太郎, 開田脩

平, 足立大樹, 竹田雄馬, 天野晃滋, 石木寛人, 川
越 正平. 在宅医療におけるがん患者の終末期過

活動せん妄の薬物治療の実態調査. 第 28 回 日

本緩和医療学会学術大会 2023 年 
35) 松本禎久. 難治性のがんの痛みへのアプローチ 

～評価からメサドンや侵襲を伴う治療法まで、

どう考えてどう対応するか～. 第 28 回日本緩和

医療学会学術大会（神戸市）, 2023年 6月 30日

-7 月 1 日. 口演. 
36) 秋月晶子, 松本禎久, 佐伯吉規, 臼井優子, 池田昌

弘, 夏目まいか, 石黒太造, 飯倉佑介. がん疼痛に

対してメサドンが導入された82例の後方視的検

討. 第 28 回日本緩和医療学会学術大会（神戸

市）, 2023 年 6 月 30 日-7 月 1 日. ポスター. 
37) 松本禎久. 飯倉佑介, 石黑太造. がん疼痛に対し

てプログラム式植込み型輸液ポンプ使用中の患

者の海外からの受け入れ. 日本ペインクリニッ

ク学会第 57 回学術集会（佐賀市） 2023 年 7
月 13-15 日. 口演. 

38) 森雅紀. 「治療が難しい症状をいかに緩和する

か？」2023 年 8 月 26 日 第 5 回日本緩和医療

学会中国・四国支部学術大会. レクザムホール

（香川県県民ホール） 

39) 髙橋健夫．緩和的放射線治療に対する日本放射

線腫瘍学会(JASTRO)の取り組み．第 65 回日本

小児血液・がん学会学術集会．2023 年 9 月 29
日～10 月 1 日、ロイトン札幌 

40) 森雅紀. 呼吸困難を再考する「呼吸困難に対す

る薬物療法」第 5 回日本緩和医療学会関西支部

大会. 2023 年 9 月 2 日 フェニーチェ堺 
41) Imano N, Saito T, Shikama N, Takahashi T, 

Nakamura N, Aoyama H, Nakajima K, 
Koizumi K, Sekii S, Ebara T, Kiyohara H, 
Higuchi K, Yorozu A,Nishimura T, Ejima Y, et 
al. Quality of palliative radiation therapy 
assessed using quality indicators: A 
multicenter survey. ASTRO 2023 Annual 
Meeting, San Diego  from September 30th to 
October 4th. 

42) 松本禎久. がんの痛みの治療 Up-to-date. 第 36
回日本サイコオンコロジー学会総会（奈良市）, 
2023 年 10 月 6-7 日. 口演. 

43) 松本禎久. 早期からの緩和ケア提供は生存率に

寄与するか. 第 36 回日本サイコオンコロジー学

会総会（奈良市）, 2023 年 10 月 6-7 日. 口演. 
44) 松本禎久. 緩和ケア提供とがんの痛みのマネジ

メント：基礎知識と最近の話題. 第 61 回日本癌

治療学会学術集会（横浜市）, 2023 年 10 月 19-
21 日. 教育講演. 

45) 石黑太造, 飯倉佑介, 臼井優子, 宇津木智子, 鴨川

郁子, 土井善貴, 夏目まいか, 前勇太郎, 松本禎久, 
山口正和. 難治性疼痛に緩和ケアチームが介入

しケタミンの導入で退院、訪問診療につなげた

下咽頭がんの一例. 第 5回日本緩和医療学会関東

甲信越支部学術大会/第 36 回栃木県緩和ケア研

究会（足利市）, 2023 年 10 月 9 日. ポスター. 
46) 佐伯吉規, 梶原裕希, 鴨川郁子, 宇津木智子, 飯倉

佑介, 石黑太造, 夏目まいか, 臼井優子, 瀬戸陽, 
栗城綾子, 松本禎久. 片頭痛を併存した耳下腺が

ん海綿静脈洞転移の一例. 第 5回日本緩和医療学

会関東甲信越支部学術大会/第 36 回栃木県緩和

ケア研究会（足利市）, 2023 年 10 月 9 日. ポ
スター. 

47) 森雅紀. 在宅緩和ケア教育セミナー「治療が難

しい症状をいかに緩和するか～最近の話題より」

日本緩和医療薬学会. 2023 年 11 月 19 日 星薬

科大学 
48) 川本晃史、鹿間直人、斉藤哲雄、髙橋健夫、中

村直樹、青山英史、中島香織、小泉雅彦、関井

修平、江原威、清原浩樹、樋口啓子、萬篤憲、

西村岳、江島泰生、大西洋．Quality Indicator
を用いて緩和的放射線治療の質を評価した多機

関共同研究．日本放射線腫瘍学会第36回学術大

会．2023 年 11 月 30 日～12 月 2 日、パシフィ

コ横浜ノース 
49) 髙橋健夫．緩和的放射線治療における専門的が

ん疼痛治療の地域連携体制モデルの構築．日本

放射線腫瘍学会第 36回学術大会．2023年 11月

30 日～12 月 2 日、パシフィコ横浜ノース 
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50) 髙橋健夫．厚労科研茂松班の概要ならびに緩和

的放射線治療の地域連携について．日本放射線

腫瘍学会第 36 回学術大会．2023 年 11 月 30 日

～12 月 2 日、パシフィコ横浜ノース 
51) 関井修平、斉藤哲雄、小杉崇、中村直樹、和田

仁、戸成綾子、小川洋史、三橋紀夫、山田和成、

髙橋健夫、伊藤慶、川本晃史、室谷健太、佐藤

直、尾上剛、鹿間直人．出血性胃癌に対する単

回緩和的放射線治療の候補は?—JROSG17-3 の

副次的解析．日本放射線腫瘍学会第36回学術大

会．2023 年 11 月 30 日～12 月 2 日、パシフィ

コ横浜ノース 
52) 里見絵理子 専門的がん疼痛治療に関する地域

連携のためのコンサルテーションシステム．第

36 回日本放射線腫瘍学会学術大会 学会合同シ

ンポジウム（日本緩和医療学会）2023 年 
53) 曽根美雪 . 機器・ソフトの進歩：緩和医療の

IVR. SAMI 2023; 2023: 大阪. 
54) 松本禎久. いかに患者の在宅療養をサポートす

るか ～病院側にできる在宅療養のサポート～. 
第 21 回日本臨床腫瘍学会学術集会（名古屋） 

2024 年 2 月 22-24 日. 口演. 
55) Utsumi N, Saito T, Shikama N, Takahashi T, 

Harada H, Nakamura N, Ueno S, Notsu A, 
Shirato H, Shigematsu N.  Quality of Life 
Improvement After Radiotherapy for Bone 
Metastases Assessed Using Real-World Data: 
A Secondary Analysis of a Nation-Wide 
Multicenter Cohort Study.  The 83rd Annual 
Meeting of the Japan Radiological Society. 
PACIFICO Yokohama 11-14, April, 2024 

56) Arakawa S, Kawasaki N, Ishiki H, Uehara Y, 
Matsumoto Y, Kosugi T, Sone M, Nakamura N, 
Mizushima A, Takahashi T, Satomi E. The 
Current Practice of Consultation and Referral 
When Cancer Pain is not Relieved: Nationwide 
Survey. 13th World Research Congress of the 
European Association for Palliative Care, 16 - 
18, May 2024, Barcelona, Spain. Poster. 

57) Miyuki Sone. Interventional Radiologist Role 
in Palliative Care, Miyuki Sone. 
APSCVIR2024: 2024: Bangkok 

58) Utsumi N, Saito T, Shikama N, Takahashi T, 
Harada H, Nakamura N, Ueno S, Notsu A, 
Shirato H, Yamada K, Uezono H, Shigematsu 
N.  Evaluation of Quality of Life After 
Radiotherapy for Bone Metastases Assessed 
Using Real-World Data: A Secondary Analysis 
of a Nation-Wide Multicenter Cohort Study.  
The 9th Japan-Taiwan Radiation Oncology 
Symposium. Hokkaido University Faculty of 
Medicine 17-18, August, 2024 

59) 石川彩夏. 在宅医療の PCA ポンプ学習機会の実

態とニーズに関する調査研究（口演）. 第 15 回

日本プライマリ・ケア連合学会学術大会. 2024
年 

60) 里見 絵理子, 荒川 さやか, 曽根 美雪, 髙橋 健夫, 
松本 禎久. 専門的がん疼痛治療 web コンサルテ

ーションシステムについて. 第 9回日本がんサポ

ーティブケア学会学術集会（さいたま市） , 
2024 年 5 月 18-19 日. 口演. 

61) 松本 禎久. 難治性がん疼痛治療における医療連

携・相談体制の構築. 第 9回日本がんサポーティ

ブケア学会学術集会（さいたま市）, 2024 年 5
月 18-19 日. 口演. 

62) 島津葉月、平塚雄介、田上恵太、井上彰、里見

絵理子．基本的緩和ケアの提供者を対象とした

「がん疼痛治療アルゴリズム」の開発.  第 10 回

日本がんサポーティブケア学会学術大会 
ePoster 和歌山市 2025 年 5 月 

63) 髙橋健夫、中村直樹、鹿間直人、斉藤哲雄、大

久保悠、内海暢子．部会企画 2 専門的がん疼痛

治療連携・相談体制の構築 緩和的放射線治療

の院内・院外連携の構築．第 9 回日本がんサポ

ーティブケア学会学術集会．2024 年 5 月 18〜
19 日、埼玉会館 

64) 松本 禎久. 治療抵抗性の耐え難い苦痛に対する

持続的鎮静における葛藤：医療倫理と意思決定

支援. 日本麻酔科学会第 71 回学術集会（神戸

市）, 2024 年 6 月 6 日-8 日. 口演. 
65) 森雅紀. 「疼痛・呼吸困難の症状緩和の実践的

な話、ACP 推進的な話と現場の話」下京西部医

師会 第 85 回プライマリ・ケア教育の会 2024
年 6 月 19 日 

66) 荒川さやか. がん疼痛が緩和しない場合のがん

疼痛治療の携わる各専門医の相談の実態につい

て. 第 29回日本緩和医療学会学術大会・第 37回

日本サイコオンコロジー学会総会合同学術大会. 
2024 年 

67) 西村瑠美. インターネットを用いた専門的がん

疼 痛 治 療 コ ン サ ル テ ー シ ョ ン シ ス テ ム

Challenge-Canpain について. 第 29 回日本緩和

医療学会学術大会・第37回日本サイコオンコロ

ジー学会総会合同学術大会. 2024 年 
68) 阿部晃子. 在宅医療におけるがん患者の終末期

過活動せん妄の体系的治療の開発. 第 29 回日本

緩和医療学会学術大会・第37回日本サイコオン

コロジー学会総会合同学術大会. 2024 年 
69) 里見絵理子. SY37 苦痛に対するアルゴリズム治

療開発の現在地 「進行がん患者における呼吸困

難に対するアルゴリズム治療開発の現在地」 第
29 回日本緩和医療学会学術大会・第 37 回日本

サイコオンコロジー学会総会. 2024 年 
1) 森雅紀.  SY37 苦痛に対するアルゴリズム治療開

発の現在地 「進行がん患者における呼吸困難に

対するアルゴリズム治療開発の現在地」 第 29
回日本緩和医療学会学術大会・第37回日本サイ

コオンコロジー学会総会. 2024 年 
70) 松本禎久、上原優子、大西佳子、小杉寿文、下

川美穂、中山隆弘、橋口さおり、平川麻美、三

浦智史、水嶋章郎、山代亜紀子、山田博英、髙

橋健夫、曽根美雪、里見絵理子．苦痛に対する

アルゴリズム治療開発の現在地 がん疼痛に対す

るアルゴリズム治療における専門的鎮痛法の位
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置付け．第 29 回日本緩和医療学会学術大会．

2024 年 6 月 14～15 日、神戸コンベンションセ

ンター 
71) 松本 禎久. がん疼痛に対するアルゴリズム治療

における専門的鎮痛法の位置付け. 第 29 回日本

緩和医療学会学術大会/第 37 回日本サイコオン

コロジー学会総会合同学術集会（神戸市） , 
2023 年 6 月 14 日-15 日. 口演. 

72) 蓮尾 英明, 石木 寛人, 松田  能宣, 松岡  弘道, 小
杉 和博, 松本 禎久, 石川 秀樹. 根治不能がん患者

の筋筋膜性疼痛に対するトリガーポイント注射:
探索的無作為化割付比較試験. 第 29 回日本緩和

医療学会学術大会/第 37 回日本サイコオンコロ

ジー学会総会合同学術集会（神戸市）, 2023 年

6 月 14 日-15 日. 口演. 
73) 岡久 将暢, 池田 昌弘, 臼井 優子, 磯野 永依, 星野 

奈月, 秋月 晶子, 佐伯 吉規, 飯倉 佑介, 石黒 太造, 
松本 禎久. メサドンの内服が困難となったがん

患者における他のオピオイドへの切り替えに関

する後方視的検討. 第 29 回日本緩和医療学会学

術大会/第 37 回日本サイコオンコロジー学会総

会合同学術集会（神戸市）, 2023 年 6 月 14 日-
15 日. ポスター. 

74) 松本 禎久. がん患者の痛みの評価とマネジメン

ト：がん疼痛から化学療法誘発性末梢神経障害

まで. 第 43 回鎮痛薬・オピオイドペプチドシ

ンポジウム（東京）, 2024 年 8 月 30-31 日. 口
演. 

75) 松本 禎久. がん疼痛に対する神経ブロックを適

切に提供するためにはどうすればよいのか～わ

が国における全国調査から～. 日本緩和医療学

会第 6 回関東・甲信越支部学術大会/第 20 回長

野県緩和医療研究会合同開催（松本市）, 2024
年 10 月 6 日. 教育講演. 

76) 曽根美雪. IVR のエビデンスづくりに向けて: 
JASTRO2024: 2024: 横浜 

77) 大久保悠、髙橋健夫、中村直樹、鹿間直人、中

島香織、西村岳、江原威、角田貴代美、和田健

太郎、三輪弥沙子．緩和照射を普及させるため

の好事例集の作成（院内・院外連携促進の Tips
集）．日本放射線腫瘍学会第 37 回学術大会．

2024 年 11 月 21～23 日、パシフィコ横浜ノー

ス 
78) 斉藤哲雄、小杉崇、中村直樹、和田仁、戸成綾

子、小川洋史、三橋紀夫、山田和成、髙橋健夫、

伊藤慶、関井修平、荒木則雄、野崎美和子、平

安名常一、室谷健太．鹿間直人．JROSG17-3．
日本放射線腫瘍学会第 37 回学術大会．2024 年

11 月 21～23 日、パシフィコ横浜ノース 
79) 木村智樹、原田英幸、青山英史、秋庭健志、伊

藤慶、今野伸樹、齋藤哲雄、白井克幸、髙橋健

夫、永倉久泰、中野智成、西淵いくの、橋本弥

一郎、松尾幸憲、和田優貴．放射線治療計画ガ

イドライン：「転移・緩和」の主な変更点．日

本放射線腫瘍学会第 37 回学術大会．2024 年 11
月 21～23 日、パシフィコ横浜ノース 

80) 松本禎久、髙橋健夫、曽根美雪、田上恵太．シ

ンポジウム 13 がん疼痛緩和の質の向上と連携

体制構築．第22回日本臨床腫瘍学会学術集会．

2025 年 3 月 6～8 日、神戸コンベンションセン

ター(髙橋健夫、中村直樹、鹿間直人、斉藤哲雄、

大久保悠、内海暢子．緩和的放射線治療の地

域・院内連携体制構築) 
81) 松本 禎久. 難治性がん疼痛治療における神経ブ

ロック等の推進と医療連携・相談体制の構築. 
第 22 回日本臨床腫瘍学会学術集会（神戸市）, 
2025 年 3 月 6-8 日. 口演. 
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